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市
の
地
域
包
括
交
付
金

減
額
１
年
目

・
・
・
市
制
度
も
時
代
も
大
き
な
曲
が
り
角
・
・
・

５
月

日
、
定
期
総
会
終
わ
る

２５

５
月

日
（
土
）
夜
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、

２５

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
総
会
構
成
員
数
１
２
５
名
に
対
し
、
出
席
者

人
、
委
任

７６

状
提
出
者

人
、
欠
席
者

人
で
総
会
成
立
）

２７

２２

城
出
憲
一
新
会
長
か
ら

の
あ
い
さ
つ
（
下
枠
）

な
ら

び
に
居
附
秀
樹
伊
賀
支
所

長
（
写
真
左
）

と
山
下
典
子

市
議
会
議
員
（
写
真
右
）

の

祝
辞
の
後
、
議
長
選
出
で

は
倉
部
区
の
清
水
雅
己
区

長
が
選
ば
れ
る
と
と
も

に
、
柘
植
青
葉
台
区
の
柳

谷
武
宏
区
長
と
山
出
区
の

前
嶌
卓
弥
区
長
が
議
事
録

署
名
委
員
を
務
め
ま
し

た
。第

１
号
議
案
「
平
成

年
度
事
業
報
告
・

30

決
算
報
告
・
監
査
報
告
」
に
続
き
、
第
２
号

議
案
で
は
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
・

予
算
（
案
）
」
が
審
議
さ
れ
、
質
疑
応
答
を
経

て
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
会
長
就
任
に
あ
た
り
、
柘
植
地

域
の
み
な
さ
ま
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月

日
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
先
輩
方
が
築
き
上

２７

げ
て
こ
ら
れ
た
歴
史
あ
る
柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
会
長
と
し
て
推
薦
、
ご
承
認
い
た
だ
き
、
そ
の
重
責
を

大
変
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
で
あ
る
「
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
ふ
れ
あ
い
支
え

合
い
暮
ら
そ
う
み
ん
な
の
ま
ち
柘
植
」
を
テ
ー
マ
に
３
気

「
元
気
・
や
る
気
・
勇
気
」
を
も
っ
て
役
員
一
同
が
ん
ば

っ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
様
々
な
要
因
に
よ

り
運
営
が
厳
し
く
、
今
の
時
代
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
に
改
革
の
時
期
に
来
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
空
き
家
問
題
・
農
業
後
継
者
問
題
、
２

０
２
５
問
題
等
は
、
柘
植
地
域
の
各
区
が
抱
え
て
い
る
共

通
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
が
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
区
が
問
題

を
共
有
し
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」
を

重
要
視
し
、
一
つ
で
も
前
向
き
に
取
り
上
げ
、
検
討
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
み
ん
な
が
柘
植
地
域
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

な
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

最
後
に
柘
植
地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会
長

城
出

憲
一
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令
和
元
年
度
事
業
の
紹
介

令
和
元
年
度
事
業
の
紹
介

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
に
関
わ
る
事
業

❶
情
報
発
信
事
業

❷
研
修
事
業

❸
そ
の
他
必
要
な
事
業

❹
事
務
局
運
営
事
業

柘
植
地
域
各
区
に
関
わ
る
事
業

❶

区
連
絡
協
議
会
活
動

12
❷
各
区
活
動
（
地
区
業
務
・
地
区
配
布
業
務
）

今年度は、事業主体者が交流を深

める「事業主体連携会議」を定期

的に開催する

予定です。

毎月中旬に開かれる
12区連絡協議会

分
野
別
具
体
事
業

人
権
・
同
和
施
策
の
推
進
に
関
わ
る
事
業

❶
人
権
啓
発
合
同
事
業

合
同
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク(

近
隣
・
遠
方)

人
権
啓
発
映
画
一
斉
上
映
会
の
実
施

❷
柘
植
地
域
及
び
い
が

ま
ち
人
権
学
習
・

懇
談
・
交
流
事
業

❸
柘
植
住
民
及
び
部
会

員
へ
の
広
報
・
研
修

・
啓
発
事
業

健
康
・
福
祉
の
推
進
に
関
わ
る
事
業

❶
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

❷
柘
植
地
域
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

❸
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

事
業

❹
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
活
性
化
事
業

❺
バ
ス
交
通
問
題
検
討
事
業

生
活
・
環
境
の
再
生
に
関
わ
る
事
業

❶
部
会
員
調
査
研
修
事
業

❷
家
庭
系
ご
み
の
適
正
処

理
に
係
る
啓
発
事
業

❸
安
全
安
心
の
公
安
活

動
事
業

人権同和部会長
橋本浩信

健康福祉部会長
中川善博

生活環境部会長
内田泰成

中川秀紀スポーツ実

行委員会委員長は、

地元での火災対応に

より欠席でした。

❹
自
主
防
災
力
向
上
事
業

教
育
・
文
化
の
充
実
に
関
わ
る
事
業

❶
各
種
の
講
演
会
の
実
施

事
業

❷
市
民
セ
ン
タ
ー
活
動
事

業
❸
夏
休
み
こ
ど
も
の
遊
び

事
業

産
業
・
交
流
の
促
進
に
関
わ
る
事
業

❶
部
会
員
調
査
研
修
事

業
❷
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

❸
柘
植
駅
な
ら
び
に
駅
周

辺
の
環
境
充
実
事
業

❹
柘
植
駅
１
３
０
周
年

記
念
事
業

自主防災実行
委員会
服部文昭

教育文化部会長
松山文雄

産業交流部会長
西田方計

柘植駅を核とする
公共交通のあり方
検討委員会

堀井信雄

２０２０年２月１９日
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（12区連絡協議会）
第13条 市行政と協議

会及び各区運営に係

る事項を審議するた

めに、月に１回以上、

12区連絡協議会を開

催する。

２ 12区連絡協議会

は、役員代表と12区

の各区長をもって構

成する。ただし、区

長欠席の場合は区長

の指名する者をもっ

て会議を成立させる

ものとする。
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「臨時総会・定期総会の議案

書」は、ホームページにて閲

覧・ダウンロード可能です。

※右のQRコードを読み込んで
ください。
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令和元(2019)年度 柘植地域まちづくり協議会予算(抄)
１ 収入の部 （単位：円）

科 目 予 算 額

繰越金 ６０７，８５５

地域包括交付金（伊賀市より） ５，６１８，０００

ほ キラッと輝け!地域応援補助金（伊賀市より） ５００，０００

か 鳥獣害に負けない地域づくり推進事業補助金（伊賀市より） ＜申請中＞ ０

補 緑の募金交付事業助成金（三重県緑化推進協会より） ２０，０００

助 JR草津線地域ｻﾎﾟｰﾀｰ支援事業費補助金
金 （滋賀県草津線複線化促進期成同盟会より） １５０，０００

福祉でまちづくり支援事業（社会福祉協議会より） １００，０００

会費（区負担金） ５３３，５００

その他収入 １２０，６４５

収入計 ７，６５０，０００

２ 支出の部 ※各事業別予算 （単位：円）

科 目 予 算 額

❶ 情報発信事業 １６１，０００

❷ 研修事業 ２０，０００

❸ その他必要な事業 １４，０００

❹ 事務局運営事業 ３，４６７，０００

❶ 事務経費（１２区連絡協議会活動） １０，０００

❷ 各区活動（地区業務・地区配布業務） １，４１２，０００

❶ 人権啓発合同事業 １０，０００

❷ 柘植地域及びいがまち人権学習・懇談・交流事業 ０

❸ 柘植住民及び部会員への広報・研修・啓発事業 ８０，０００

❶ 健康づくり推進事業 ８５，０００

❷ 地域福祉ネットワーク事業 １２０，０００

❸ ユニバーサルデザインのまちづくり事業 ２０，０００

❹ 地域スポーツ活動の推進事業 ２５，０００

❺ バス交通問題検討事業 ３，０００

❶ 部会員調査研修事業 １８，０００

❷ 家庭系ごみの適正処理に係る啓発事業 １２，０００

❸ 安全安心の公安活動事業 ５０，０００

❹ 自主防災力向上事業 １２０，０００

❶ 各種の講演会の実施事業 １５，０００

❷ 市民センター活動事業 ７０，０００

❸ 夏休みこどもの遊び事業 １５，０００

❶ 部会員調査研修事業 ３０，０００

❷ 有害鳥獣対策事業 ２０，０００

❸ 柘植駅ならびに駅周辺の環境充実事業 ２３０，０００

❹ 柘植駅130周年記念事業 ５００，０００

予備費 ６４３，０００

基金積み立て ５００，０００

支出計 ７，６５０，０００

※予算額に対して過不足が生じた場合、予算の範囲内において、運営委員会の承認を得て流用

することが出来る。

★☆★ 事務局だより ☆★☆
▼先日、センター周辺をボランティアの方ほかで除草作業を

しました。東海地方の梅雨入り発表(6/7)される前でよかっ

たです。▼本紙今号は４㌻になりましたが、紙代節約のため

原則A4両面版で今後発行していきます。ホームページも充

実させる方向で少しずつ修正しています。(西田方計)
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余
野
公
園
つ
つ
じ
祭
、
各
区
報
告
②

山
出
区

山
出
区
で
は
、
毎

年
恒
例
の
「
霊
山
山

麓
水
晶
米
」
と
称
し

た
、
山
出
地
域
の
最

上
部
の
耕
作
田
で
収

穫
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
販
売
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
悪
天
候
で
、
売
れ
行
き
は
芳
し
く
な

く
、
完
売
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
天
候

に
恵
ま
れ
、

時
過
ぎ
に
は
完
売
す
る
こ
と
が
で

１１

き
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
の
常
連
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
購
入
さ
れ
た
方
々
等
に
、
山
出
農
家
組
合
の

新
米
購
入
予
約
の
資
料
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

購
入
い
た
だ
い
た
方
々
、
ま
た
、
山
出
区
の
テ

ン
ト
に
訪
問
い
た
だ
い
た
区
民
等
の
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
区
長
：
前
嶌
卓
弥
）

倉
部
区

倉
部
区
は
第
１
回
の
つ

つ
じ
祭
に
余
野
公
園
を
対

角
線
上
（
南
か
ら
北
）
に

机
を
並
べ
て
、
区
内
の
子

ど
も
か
ら
老
人
ま
で
参
加

し
、
巻
き
寿
司
を
巻
い
て

販
売
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

今
回
の
つ
つ
じ
祭
ま
で
巻

き
寿
司
の
販
売
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様

の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
４
８
０
パ
ッ
ク
が
完

売
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
今
年
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
つ
つ
じ
祭
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
名
古
屋
か
ら

参
加
さ
れ
た
若
い
女
性
の
方
が
残
り
１
個
の
巻
き

寿
司
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
完
売
の
お
礼

の
つ
も
り
で
缶
ビ
ー
ル
を
１
個
あ
げ
た
と
こ
ろ
、

よ
ほ
ど
飲
み
た
か
っ
た
の
か
直
ぐ
に
そ
の
場
で
お

い
し
く
飲
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
式
典
も
終
わ

り
、
そ
の
方
が
帰
ら
れ
る
と
き
、
わ
ざ
わ
ざ
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
に
来
ら

れ
、
「
ま
た
来
年
も
来
ま
す
」
と
お
礼
を
言
っ
て

帰
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
の
天
気
の
よ
う
に
爽
や
か

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
来
年
も
余
野

公
園
つ
つ
じ
祭
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
区
長
：
清
水
雅
己
）

野
村
区

今
年
も
例
年
通
り
、
野
村
の
味
め
し
の
販
売
を

実
施
し
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら

歳
前
後
の
お
ば

80

あ
さ
ん

名
で
材
料
の
手
配
、
下
準
備
、
炊
飯
、

１９

パ
ッ
ク
詰
め
な
ど
す

べ
て
の
工
程
を
担
当

し
て
い
た
だ
き
、
５

０
９
パ
ッ
ク
の
味
め

し
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
幹
部

を
中
心
に
ま
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
３
名
の
応
援
に
よ
り
、
朝
か
ら
の

好
天
に
恵
ま
れ
、
約
１
時
間
で
完
売
す
る
こ
と
が

で
き
、
ご
来
店
、
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
区
長
：
杉
本
廣
行
）

中
柘
植
区

今
年
も
恒
例
の

ゆ
で
た
ま
ご
の
販

売
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今

年
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
全
員
張
り
切

っ
て
お
客
様
の
呼

び
込
み
な
ど
に
精

を
出
し
、
目
標
の

時
完
売
を
達
成

12し
ま
し
た
の
で
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

幹
部
の
皆
さ
ん
は
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
着
用
し
、

慣
れ
な
い
な
が
ら
も
本
部
か
ら
届
い
た
茹
で
上
が

り
ホ
カ
ホ
カ
の
た
ま
ご
を
作
業
分
担
し
、
汗
を
拭

き
な
が
ら
袋
詰
め
作
業
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ご
来
店
・
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
店
の

お
客
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
売
り
切
れ

で
購
入
で
き
な
な
っ
た
お
客
様
、
本
当
に
ご
め
ん

な
さ
い
。
本
部
の
女
性
代
表
の
皆
さ
ん
、
有
志
の

皆
さ
ん
、
区
幹
部
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

（
区
長
：
西
尾
光
史
）
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